
The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

BUNSEK 正 K へGAKU 　VoL 　53，　No ．12，　 pp．1463−1467 （2〔｝〔）4）

◎　2004The」艮pan　Societ｝・for　AIIa且｝・tical　Chelnistr）
’

146s

報 文

内分泌撹乱化学物質の現場固相抽出法の構築

氏家久美子
1
，半戸 里江

1
，佐藤 記

・1
，安 保 　充

Ct
　
1
，大久保 明

且

On −site　solid 　phase　extract 量on 　method 　for　endocrine 　disrupters

Kumiko 　UJIiE1
，
　Rie　HANDo1

，
　Kiichi　SATo1

，
　Mitsuru　ABol 　and 　Akira　OKuBo1

1Deparment
　of 　Applied　Biological　Chemistry，　Graduate　School　of 　Agricultural　and 　Lifc　Sciences，　The

Universitアof 　Tokyて〕，1 −1−1，Yay て）i，　Bunkyou −kl1，　Tokyo 　l　l　3 −8657

　　　　　　　　　　　　　　　 （Received　27July　2004，　Accepted　60 α ober 　2004）

　Acompact ，　lightweight，　and 　portable　solid−phasc　extraction 　system 　without 　a　power　supply 　was

des玉gned 　and 　consmlctcd 　fbr　the 　 on −site 　pretreatInel1ω f　water 　 samples ．　 First，　the 　 rccQvery

rates 　of 　endocrinc 　disr瓦1ptors ，　such 　as 　alkylphenols 　alld 　bisphenol 　A 　fmm 　a　solid
−phase　adso 卜

bent ，　were 　examined ．　 The 　recovery 　ratcs 　of 　each 　analytcs 　were 　almost 　unchangcd 　after 　one −day
storagc ．　 We 　also 　proposed　an 　on −site　additien 　of 　a　sllrrogate 　in　watcr 　samples ．　 Bγ this　procc−
dure　it　was 　possible　to　calculate 　recovery 　rates 　even 　for　on −site 　extraction ．　 This　method 　was

evaluated 　using 　water 　samplcs 　from　Arakawta　River．　 Becallse　thc 　quantitative　value 　of 　nony 正phc−

nol （mix ）by　this　method 　was 　higher　than 　that 　by　the 　usual 　method ，　this　prctrcatrnent　method 　is

usei
’

ul 　and 　reliable 　for正icld　analyses ，

Kaywords ： endocrine 　disrupters；bisphenol　A ； nonylphenol ； solid 　phasc　extra （：tkm ； on −site
　 　 　 　 　 extraction ．

1 緒
一一＝
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　 　 　 　 　 　 　 かく

　環境 中 の 内分 泌撹乱 化学物質の 分布や 動態 を調べ る に は

多検体の 定期的観測が 必 要で あ る．そ の 際，すべ て の 試料

を試料水の 状態で 実験室へ 運搬 して 抽出操作を行 うこ とに

は 多くの 問題が 伴 う．まず，大量の 試料水を遠方 か ら運 搬

す る に は，多 大 な労 力 と コ ス トが か か る．また，保 存
・運

搬中に なん らか の 理由に よっ て 試料水中の 測定対象物質濃

度が 変化す る 可能性が 考え られ る．そ うい っ た 問題 を解決

す る 方法 と し て ，現 場酒過 ／吸着法 に着 目 し た ．現 場 炉

過
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料水 を くみ 上 げる 方法 で は
， 試料水が ポ ン プ 内部を通過 す

る 際に 機械油 な ど で汚 染 され る危険性 が ある．

　以 上 の よ うな問 題 を解決す る た め，本研 究 で は，採水直

後 に サ ロ ゲート物質 を添加 した後，機械 ポ ン プ を用 い ず に

抽出操作を行う現場炉過／吸着法を考案 した．こ の 方法 に

よ り，ポ ン プ 等実 験 器 具 由来 の 汚 染 を防 止 す る こ と が で き，

加 え て測定対象物質の 吸着効率 （回収率） を求 め る こ とが

で きる ．こ の 現場炉過／吸着 を 実現す る た め に ，固相抽出

剤 の 操作途中で の 保存 に 関 す る 検討，サ ロ ゲ
ー

ト物質の 添

加方法 に 関 する 検討を行 っ た．

　 ま た，現 嫐 戸過 ／吸 着 シ ス テ ム に つ い て ，多 数 の 機 関 が

共同で
一つ の 調査 を行い ，比 較同等性の あ る結果を得 るた

め に は，共通 の 装置
・
操作方法が必要 に なるが，それ は ど

こ で も だ れ で も行 える 簡便 で低 コ ス トの 装 置 ・操作 で あ

り，か つ ，測定結果に あ る程度の 信頼性が 保証 され る もの

で あ る こ とが 望 ましい ．

　 そ の よ うな視点か ら，容易 に購入で きる器材を使用 し，

フ ィ
ール ドワ

ーク に お い て どこ に で も持ち運ぶ こ とが nf能

で ，一人 で もサ ン プ リ ン グ を 行 え る よ うな 分析 法，つ ま り，

大型 の 器材 や 電源な ど を必要 と しない 方法の 構築 を試 み

た．ま た，試料水を用 い て 現 場 言戸過／吸着を行 い ，実験室

で の 通 常処理 で の 値 と比 較 し ， 構築 した シ ス テ ム の 有用性

を 評価 した．

　本研究で は，環境水 を調査 対象 と し，測 定対象物 質 と し

て は 4−tert一ブ チ ル フ ェ ノ
ー

ル ，4一ペ ン チ ル フ ェ ノ
ール ，4−

n一ヘ キ シ ル フ ェ ノ
ー

ル ．4−n一ヘ プチ ル フ ェ ノ
ー

ル ，4 オク

チ ル フ ェ ノール 及 び ノ ニ ル フ ェ ノ ール （構造 異 性体混 合物）

な ど ア ル キ ル フ ェ ノ
ール 類 と ビ ス フ ェ ノー

ル A を 選 択 し

た ．

　抽出法として は 固相抽出法を選択 した．微量環境分析 に

お い て 信頼性 の 高 い 分析値を算出す る た め に，分析機器 と

して は ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

／質 量 分析 法 （GC ／MS ） を

用 い た．

2 実 験

　2・1 装　置

　 GC ／MS ； SHIMADZU 　QP5050A
　測定条件 は 以 下の とお りで あ る．

　カ ラ ム ： DB 　5　内li　O．25　mm × 30　m ，膜 厚 0．25 μm ．

　 キ ャ リ ヤーガ ス ： He 　56．7　kPa （3，0　min ）−2．O　kPa／min
−

70kPa （1，39　min ）．

　カ ラ ム 温度 r60 ℃一
（40℃ ／min ）

−240℃（2．2　Mill ）
一
（30℃／

min ）
−260℃ （2．67　min ）

一
（40℃ ／min ）−300℃ （S　IIliTl）．

　気化室 温度 ： 9．　00℃．

　試 料注 入 量 ： 3μL

　 試 料 注 入 法 ： ス プ リ ッ トレ ス サ ン プ リ ン グ時 間 lmin ，

　 カ ラ ム 流 量 ： 1．2　 ml ／min ．

　 イ ン ターフ ェ
ース 温 度 ： 270℃，

　検出器 ゲ イ ン ： 1．5kV ．

　固 相 抽出 剤 と して ス チ レ ン ジ ビ ニ ル ベ ン ゼ ン 共 重 合体を

充填剤 と した EmporeTM 　High 　Performance 　Extraction

Disks 　SDB −XD 　47　mm （デ ィ ス ク 厚 0．5　mm ）を使用 した

（以 降 デ ィ ス ク型 固 相 と 呼ぶ ）．茨木 らに よ り，本 研 究にお

け る測定対象物質に対 して，デ ィ ス ク型 固相 は カートリ ッ

ジ型 固相 よ りも回 収率が 高 く，中で も SDB −XC ，　 SDB −XD

が 適 し て い る との 報告が あ る
s）．XC と XD は 充填密度が

異な る．環境水の 通水 に際 して，充填密度が 比較的小 さ く

流 量 を確 保 しや す い SDBXD を採 用 した．

　2・2　実験室処理法
9）le］

　試料水 の 採取 に は
， 実験室 に お い て ア セ ト ン とヘ キ サ ン

で 洗浄 した金属 器 具 と採水瓶 （lD を用 い
， 試料水 で 2〜

3 回洗浄 して か ら採水を行 っ た．採水直後 に試料水 に レ ア

ス コ ル ビ ン 酸 lg と濃塩酸 1ml を添加 しか くは ん した．

実験室へ 運搬後，サ ロ ゲ
ー

ト物質 （ビス フ ェ ノ
ー

ル A 一砺

を使 用 ） を添 加 した．そ の 方法 と して，サ ロ ゲート物質の

ジ ク ロ ロ メ タ ン 溶液 を シ リ ン ジで量 り，メ タ ノール 溶 液 に

加 え ピペ ッ トで か くは ん し，試料水 に 添加 した 後洗 い 込 み

を行 う方法 を採 っ た．続 い て デ ィ ス ク型固相を用 い て 榔 h

操作を行 っ た．通 水の 際に は，水中の 浮遊物質に よ る詰ま

りを 防 ぐため の ガ ラ ス 繊 維 源 紙 を重 ね て 用 い た，使 用 直 前

に ジ ク ロ ロ メ タ ン で 洗浄 し，メ タ ノ ール で コ ン デ ィ シ ョ ニ

ン グ を行 っ た．デ ィ ス ク 型固相に 試料水 を通水後，溶出溶

媒をガ ラ ス 繊 維炉紙を重ねた ままデ ィ ス ク 型固相 に 通液す

る こ とで 目的 成分 の 溶出を行 っ た．溶出液を窒素吹き付け

に よ っ て 濃 縮 し，無水硫 酸ナ トリウ ム で 脱水を行 っ た．そ

の 後内部標準物質 （ナ フ タ レ ンーd，，フ ェ ナン トレ ン ーdLV及

びピ レ ン ーd1。 を使用〉を添加 し，窒素吹き付け濃縮を行 っ

た．試 料 に N ，O −bis（trimethylsilyl ）trifluoroacetamide

（BSTFA ） を 加 え て ト リ メ チ ル シ リ ル 誘導体化 を 行 い ，

GC ／M3 選択 イ オ ン モ ニ タ リ ン グ （SIM）測定 に 供 した．

　2・3　デ ィ ス ク型固相の 保存法の 検討

　試 料 採 取現 場 に デ ィ ス ク型 固相 を運 搬 し，通 水す る まで

の 保存法に つ い て 検討 を行っ た，デ ィ ス ク型 固相は 実験 室

に お い て コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グを行 っ た 後，メ タ ノール の 入

っ た ス テ ン レ ス 製 ス ク リ ュ
ー缶 に デ ィ ス ク型 固相 を浸 して

密閉保存 した．ガ ラ ス 繊 維炉 紙 は，ジ クロ ロ メ タ ン 通 液 に

よ り洗浄 した後乾燥 させ ，ガ ラ ス 製 ふ た付 き シ ャ
ーレに入

れ て 粘 着 テ
ープで 密 閉保 存 す る両 方 法 を考案 した．い ず れ

もそ の 状 態で 運 搬 し，使用 直前 に ピ ン セ ッ トで 取 り出 し，

デ ィ ス ク 型 固相 の ．ヒにガ ラス 繊 糸簿戸紙 を重 ね て 使用 し，添

加 回収 実 験 を行 っ た．

　また ， 現 場 で 試 料 水 を通 水 した 後 の デ ィ ス ク 型 固相 の 保

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

報 　文 氏家，半戸，佐藤，安保，大 久保 ： 内分泌撹乱化学物質の 現場固相拙出法の 構築 1465

Fig・　l　　Produced 　equipment

存法 につ い て検討を行 っ た．試料水 通 水後の デ ィ ス ク型 固

相 は，通水後す ぐに ガ ラ ス 繊 維 炉紙と と もに ガ ラ ス 製ふ た

付 きシ ャ
ー

レ に 入れ て ア ル ミホ イル で 覆 っ て 遮光 し，実験

室 に運搬す る 方法を考案 し，添加回収実験を行 っ た．

　添加 回収実験 は ，精製水に標準物質 とサ ロ ゲート物 質 を

加え ， 途 中 lt述 の よ うに デ ィ ス ク型 固相 とガ ラ ス 繊維炉紙

を保存す る以 外は 2・2 の 実 験 室 処 理 法 の とお りと し，実

験 室 処 理 法 で 処 理 を行 っ た 値 と比 較 し た，保存時間 は 24

時間 と した．

　2・4　現場泝過／吸 着装置の 構築

　本研究 にて 作製 した装置の 写真
・
模式図を Fig．1，　 Fig，

2 に 示す．現場炉過／吸着法 に お い て も， 通 常処理 と同 じ

デ ィ ス ク型 固相 とガ ラス 繊 維枦紙 を使用 した，ガ ラ ス 繊維

炉紙とデ ィ ス ク型 固 相は ガ ラ ス フ ァ ン ネル （試料受け） と

ベ ース の 問に セ ッ トし，ク ラ ン プ で ガ ラス フ ァ ン ネル とべ

一
ス を挟 ん で 固定 した．手動脱気 ポ ン プと逆止弁を用 い ，

系内を陰圧 に 保ち，枦 過を行う構造 と した，

　2・5　サ ロ ゲ ート物質添加 法 の 検討

　サ ロ ゲート物質を 試料水に 添加す る 方法 と して
， サ ロ ゲ

ー
ト物質の メ タノ

ー
ル 溶液をバ イア ル に て 運 搬 し，バ イ ア

ル ご と試 料 瓶 に入 れ て か くは ん す る と い う方 法 を考案 し

た．サ ロ ゲート物質の ジ ク ロ ロ メ タ ン 溶液 をバ イ ァ ル 中で

メ タ ノー
ル 2m 置と混合 し，バ イ ア ル の 外壁 は ア セ トン と

ヘ キ サ ン を用 い 洗浄 した 後ア ル ミホ イル で くる み ， 外部 に

触 れ ない よ うに した．試料水へ の 添加時に は ア ル ミホ イ ル

か らバ イア ル を絞 り出す要領で バ イァ ル に 触れ ず に試料瓶

に バ イ ア ル ご と入 れ ，よ くか くは ん した．こ の 方 法 を評 価

する ため に，添加 回 収実験を行っ た．

　添加回収実験 は，実験室処理法で の 方法と，上 述の よ う

に 試料瓶に サ ロ ゲ
ー

ト溶液人 りの バ イ ア ル を入 れ か くは ん

す る 方法 の 2 種を比較 した．サ ロ ゲ
ー

ト添加 以 外 の 操作

Fig．2　Schematic　diagram　Qf 　produced 　equipment

W ： water 　iIl　bottle；F ： fUnncl ；SP ： sokid 　phase ；G ：

Glass　fiber　filter；B ： base ；A ： aspiration 　boule ；T ：

trap ；CV ： check 　valve ；P ： hand −
operated 　pump

は 2・2 の 実験 室 処 理 法の とお りと した．

　2・6　現場游 過／吸 着装置 を用 い た実 試 料 処 理

　こ こ ま で に検討 ， 作製 した 装 置
・
方法 を用 い ，実際 に採

水現場で 実 試 料 の 現場炉 過 ／吸着 を行 っ た場合 と，同
・
の

試 料水 を実験室 に 運 搬 して 実験室処理を行 っ た 場合 とで
，

その 測定結果を比較 した．

　試料採取 ・現場処 理 は 東京都北 区荒川 で 行 っ た．試 料水

は 同
・
地 点 で 3検体 を採取 し試料瓶 に注 ぎ入れ L一ア ス コ ル

ビ ン 酸，濃塩 酸 を添加 し，サ ロ ゲ
ー

ト溶液入 りバ イア ル を

瓶内 に 入 れ，よ くか くは ん した ．ガ ラ ス 繊 維 泝紙 とデ ィ ス

ク型 固 相を現 場炉過／吸着装置 に セ ッ トした 後，吸 引 に よ

り通 水を行 っ た （rt＝3）．ま た，現 場炉過／吸着法 に お け

る ブ ラ ン ク測 定 の た め，実験 室 か ら精製水 を 2 本の 試料

瓶 に 入 れ 運搬 し，現場で レ ア ス コ ル ビ ン酸，濃塩酸，サ ロ

ゲ
ー

ト添加，か くは ん を行い ，通 水 した．空 試験 の 通 水 は

試料水の 通水の 前後に 1 回 ず つ 行 っ た．す な わ ち，ブ ラ

ン ク A → 試 料水 a →試料水 b →試料水 c →ブ ラ ン ク B ，

の 5 セ ッ トの 処理 を行 っ た ．通水後 の ガ ラ ス 繊纈 戸紙 と

デ ィ ス ク 型固相を実験室 に運搬 し，溶出操作 以 降の 処理 を

し，GC ／MS 測定を行 っ た．また，時間経過 に よる影響 を

評 価する た め に，同
一
の 試料水 を人 れ た試料瓶 を，L一ア ス

コ ル ビ ン 酸 ， 濃 塩 酸，サ ロ ゲート添加，か くはん まで 現場

で 行 っ た 後，実験 室 に 運 搬 し，採水 か ら 24 時間後 に 実験

室 処理 法 に て 分析 した （ll
＝3）．

3 結果と考察

3・1　デ ィ ス ク型 固相の 保存法

実 験 室処 理 法 で の 添 加 回 収 実 験 （usual 　 method ） と 途中

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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100
一

誉lll
・・

R2：

圏 usuaI

　 method

鬮 proposed
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デ ィ ス ク型 固 相 を保存した 方法 で の 測定対象物質の 添加回

収実験 （proposed　method ） の結果 を Fig．3 に示 した．二

つ の 方法で の 結果 に つ い て 検 定 を 行 っ た と こ ろ，デ ィ ス ク

型 固 相を途中で 装置から取 り外 し，保存
・運搬する こ とに

よ る吸着能 や 溶出効率 の 低下 は 見 られ なか っ た （t．検定，

α 　＝＝　O．05）．回収率 につ い て も， 既 存 の 報告 と比 較 し て 妥

当な値が 得 られ た
11｝．

　また ，こ の 方法 は ，通水前 の 保存中に も溶媒和 が 保た れ

て お り ， 現 場で す ぐに通水が可能で ある ．更に 携帯 が容易

で ，現 場炉 過 ／吸 着 に適 した 方法で ある．採水後，試料採

取現場 に て サ ロ ゲート物 質 を添 加 し，そ の 場 で ガ ラ ス 繊 維

湧紙を重ねた デ ィ ス ク 型固相 に試料水 を 通水 し，試料 水中

の 測 定対象物質を吸着 させ ，その 後，ガ ラ ス 繊 維炉紙 とデ

ィ ス ク型 固相 の み を実験室へ 運搬 し，溶出以 降の 操作 を行

うこ とに よ っ て，多量 の 試料水を持ち運ぶ こ とに よ る労力，

コ ス トが 大幅 に 削減 さ れ た．

　3・2 現場シ戸過／吸着装置 の 構築

　装 置 の 総 重 量 は 約 3　kg と 軽量 で あり， サ イ ズ は ポ ン プ

を 取 り外す と 30Xl8x30cm の 箱 に収 まる，電源不 要 で

あり，ポ ン プ 由来 の 排気ガ ス に よ る試料の 汚 染 の 心配もな

く， 持ち運びも容易，とい う目的に 沿う装置を構築する こ

とが で きた．また ，精製水通水時，150m レ min 程度 の 十

分 な 流 量が 得 られ ，短時間で の 処理 を可能 と した．

　3・3　サ ロ ゲ
ー

ト物質の 添加法

　実験室処理 法 と考案 し た方法 で の サ ロ ゲート物質回収 率

と相対標準偏差 （RSD ）を Table　 1 に 示 した．ば らつ きは

大 きくなる もの の ，回収率 は 向上 し，実用可能な方法 で あ

る こ と が確認 され た．こ の 方法 に よ り，洗 い 込 み とい っ た

通常法の 煩雑な操作が 不要 と な り，現場 に お け る汚染 の 危

険性 も小 さくな っ た．回収率 の 向上 は，通 常 法 で の 煩 雑 な

Fig．4　Evaluation 　 of 　on 　 site　method 　 comparing 　to

usual 　 method

The 　sample 　was 　extracted 　in　Arakawa 　river ．　 The 　x
−

axis 　indicates　the　 used 　 method ．　 The 　b且ank 　was 　 mea −

sured 　befbre　and 　after 　proccssing　of 　river 　water 　in　the
extractioIl 　spo し　The 　y−axis 　indicates　concentration 　iIl
water （n9 ／1）・

操作中の サ ロ ゲート物質の 飛散に よる ロ ス や ， サ ロ ゲート

物質 の 添加か ら抽出 まで の 時間が減少 した こ とに よ り，試

料瓶壁面へ の 吸着が 抑 え られ た た め と考 え られ る．

　3・4　現場泝過／吸 着法の検証

　現場 炉 過 ／吸 着 法 （on 　 site　 method ） と実 験 室 処 理 法

（usual 　method ）の 対象物質の 定量 結果を Fig．4 に 示 した．

Fig．4 中空試験 は現 場 に て 精製水 を通水 し て 得 られ た 定量

値で あ り， 今回 の シ ス テ ム を環境中で 行う際の 環境か ら の

汚染，あ る い は 操作上 の 汚 染 を確認 す る ため に測 定 した．

空 試験か らは ノ ニ ル フ ェ ノ
ール の み が ，試 料 水 を現 場 炉

過／吸着法ある い は 実験室で の 通常法処理 で 処 理 した もの

か らは ビ ス フ ェ ノ
ー

ル A と ノ ニ ル フ ェ ノ
ー

ル が 検出 され

た，河川水の 定量値 と比 較 して 空試験値は 有意 に 低い 値で

あ っ た （t一検 定 ， α
＝＝

（1．05）．

　ま た，現 場炉 過 ／吸着と通 常法処理を比較する と，ノ ニ

ル フ ェ ノ ール に お い て，有 意 に現 場 炉 過／吸 着の ほ うが値

が 高 い （t一検定 ， α
　＝　O．05 ， P ＝0．  026），こ れ は ， 水 に溶

解 し た状 態で の 保存 ・運 搬 に よ り測定対象物質の 濃度変化

が 生 じた た め と考え られ，よ り正 確 な環境 中濃 度 を知 る た

め に は ， 現 場 炉過 ／吸 着の ほ うが 実験室処理 よ りも適当で

あ る こ とが 示 唆 され た．

　ま た ， Fig．5 にサ ロ ゲート物質 と して 加 え た ビス フ ェ ノ

ール A−416の 回 収率を示 し た．現 場炉過 ／吸着法，実験室
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Fig・5　Gomparison 〔〕1
馳
recovery 　between　the　on 　 sitc

method 　and 　the 　usual 　method

Thex −axis 　indicates　 the 　used 　 method ，　 The 　blallk　was
mea 肌 lred 　before　and 　af しer 　I）rocessing 　of 　river 　water 　in
the　extraction 　spot ・　The ＞

・−axis 　indicates　the　recovery

of 　surrogate 　cQmpound （Bisphenol　A −dlf，）．

処理法を比較す る と，有意 な差 は な く

十分 な回 収率が 得 られ た．

4 結
ゴ
首

（t検 定，α
＝O．  5），

　環境中内分泌撹乱化学物質を定量す る に 当た り，試料水

の 運 搬 の コ ス ト，労 力が 大 きい こ と，対 象 物 質 の 運 搬 中 濃

度 変 化の 可 能性，とい っ た 問題 を解決，検討す る た め現場

言戸過 ／吸 着法 に つ い て 検討 を 行い ，装置を作製 し，実試料

を用 い た現場処理 を行 っ た．

　現場炉過／吸着 の シ ス テ ム 構築 の た め ， デ ィ ス ク型 固相

の 保存の 可 否を確認 し，サ ロ ゲート物質の 簡便な添加法を

考案 した．

　現場炉過／吸着 シ ス テ ム に つ い て は，容易 に 購入 で きる

器材 を使用 し，大型 の 器材や 船舶，電源 な ど を必 要 とせ ず，

か つ
， 操作や 処理 が 簡便 で あ る軽量 ・コ ン パ ク トな現場消

過／吸 着装 置 を作製 した．こ れ に よ り，試料水の サ ン プ リ

ン グ にお け る労力，運 搬 コ ス トが 大幅に 削減 され，単身で

の 多検体 サ ン プ リ ン グ も口∫能 となっ た．

　こ の 装置を 用 い た 実試料処 理 を行 っ た と こ ろ，対象成分

の 測 定 が 十分 可 能 で あ り，連 続 通 水 に よ る装 置 へ の 吸 着 も

問題 に な らず，装 置の 実用性が 示 され た．更 に 同
一

試料水

を使用 した現場酒過／吸着 と実験室処理 方法の 測定結果 を

比 較 した と こ ろ ，実験室 処理で は 値が 小 さ くなる 成分 が あ

り，環境中の よ りIL確 な対象成分濃度 を知 る上 で の 現 場 炉

過 ／吸 着 法 の 有用 性 が 示 され た，
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要 旨

　内分泌撹乱化学物質で ある ア ル キ ル フ ェ ノ ール 類 ・ビス フ ェ ノ ール A 等の 分布，動態 を 知 る に は多検体

の 分析が 必要 で あ り，実験室 で前処理 及 び 分析を行うた め に は，水試 料 の 運 搬 に多大 な労力 とコ ス トが か か

る．そ こ で，採水サ ン プ ル を現 場 に て 固相抽 出 す る た め の ，電 源不要，小 型 で 持 ち運 び が 容易な装置 を考案，

作 製 した．まず，周 相 吸 着剤 の 保存
・運 搬 に よ る ア ル キ ル フ ェ ノ

ー
ル 類及 び ビ ス フ ェ ノ ール A の 保持能に

変 化 が な い こ と を確 認 した，また，サ ロ ゲ
ート物質の 添加法 を検討す る こ とで ，現 場処理 で の 回収率 を 算出

で きる方法 を提案 した．更 に 実試料 と して 荒川の 河川水を現場 冏相抽出法 と実験室処理 法 に よ り処 理 し ， 結

果 を比 較 した と こ ろ ，本法 で は 通常法 よ りも高い ノ ニ ル フ ェ ノ
ー

ル の 定量値 が得 られ，本法 が環境 中 の よ り

正確 な成 分濃度 を知 る Eで 有効で あ る こ とが 示された．
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